
平成２６年度
進捗
状況

平成２７年度
進捗
状況

平成２８年度
進捗
状況

平成２９年度
（見込み）

進捗
状況

４か年の実績
平均変化量

備考 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 備考

（１）訪問系サービス （時間、人／月） （時間、人／月）

計画 42,500 40,500 42,000 43,500 39,665 40,185 40,705

実績 38,394 40,127 39,862 38,317

％ 計画比 90.3 99.1 94.9 88.1

計画 500 500 515 530 520 520 520

実績 499 504 513 506

％ 計画比 99.8 100.8 99.6 95.5

計画 ― ― ― ― 7,440 7,580 7,720

実績 7757.25 7166.75 7303.00 6470.75

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 380 380 380

実績 375 373.00 386.00 377.00

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 31,050.0 31,390.0 31,730.0

実績 29696.50 31914.00 31420.50 30,714.5

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 70.0 70.0 70.0

実績 63 69 66 67

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 900.0 930.0 960.0

実績 791.5 825 912 867

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 55.0 55.0 55.0

実績 46.00 51 51 50

％ 計画比 ― ― ― ―

第５期から事業ごとの計画値を設定する。

-26

2

-429

1

339

1

25

1

　　　　　　　　　　　                        ※赤字になっている事業は、第５期で新たに追加したものです。

障害福祉計画（第４期）　進行管理一覧表 ・障害福祉計画（第５期）及び障害児福祉計画サービス見込量（案）

※進捗状況　　　計画量確保（80％以上）：◎　　79％～60％：○　　59％～40％：□　　 39％～20％：△　　19％以下：×

訪問系サービス

サ
ー

ビ
ス
量

時間
◎ ◎ ◎

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ◎

第４期の平均変化量（-429）としては減少
傾向にあるが、利用の要望が多い事業
であり、増加を目指す。H27～28の変化
量（136）から推計。＋140

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

実
利
用
者
数

人

サ
ー

ビ
ス
量

時間

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋30

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

居宅介護

重度訪問介護

同行援護

サ
ー

ビ
ス
量

時間

実
利
用
者
数

人

実
利
用
者
数

人
第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

サ
ー

ビ
ス
量

時間

サービス名・指標 単位 区分

◎

◎

第３期 第４期 第５期

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋340
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平成２６年度
進捗
状況

平成２７年度
進捗
状況

平成２８年度
進捗
状況

平成２９年度
（見込み）

進捗
状況

４か年の実績
平均変化量

備考 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 備考

サービス名・指標 単位 区分

計画 ― ― ― ― 275.0 285.0 295.0

実績 236 221.5 226 265

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 15.0 15.0 15.0

実績 11 11 10 12

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 0.0 0.0 0.0

実績 0.00 0.00 0.00 0.00

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 0.0 0.0 0.0

実績 0.00 0.00 0.00 0.00

％ 計画比 ― ― ― ―

（２）日中活動系サービス （人日、人／月） （人日、人／月）

計画 9,130 9,500 9,750 10,000 10,600 10,800 11,000

実績 9,811 9,825 10,194 9,470

％ 計画比 107.5 103.4 104.6 94.7

計画 520 520 535 550 530 540 550

実績 497 508 515 518

％ 計画比 95.6 97.7 96.3 94.2

計画 15 25 25 25 65 70 75

実績 22 5 62 58

％ 計画比 146.7 20.0 248.0 232.0

計画 1 1 1 1 3 3 3

実績 1 2 4 3

％ 計画比 100.0 200.0 400.0 300.0

計画 115 170 185 200 166 166 166

実績 198 181 146 138

％ 計画比 172.2 106.5 78.9 69.0

計画 9 17 19 21 16 16 16

実績 17 17 16 15

％ 計画比 188.9 100.0 84.2 71.4

計画 1,110 1,100 1,180 1,260 1,150 1,310 1,480

実績 1,033 1,003 865 949

％ 計画比 93.1 91.2 73.3 75.3

計画 77 70 75 80 70 80 90

実績 61 56 58 60

％ 計画比 79.2 80.0 77.3 75.0

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

市内に事業所がなく利用者もいないた
め、0と推計。事業所が確保でき、体制が
整えば、サービス提供する。

第４期（H28～H29）の平均変化量に基づ
き推計。
＋5

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

10

0

0

0

-114

生活介護

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ◎

第４期（Ｈ26～28）の平均変化量（192）に
基づき推計。
+200

第４期（Ｈ26～28）の平均変化量（9）に基
づき推計。
＋107

◎

サ
ー

ビ
ス
量

時間

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ◎

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ◎

12

1

自立訓練
（機能訓練）

サ
ー

ビ
ス
量

人日
△ ◎ ◎

就労移行支援

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ○ ○

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ○

自立訓練
（生活訓練）

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ○ ○ -20

-1

実
利
用
者
数

人
◎ ○ ○○

第４期の一人当たりのサービス量平均
（16.4）から推計。

第４期が横ばいであったが、一般就労へ
の移行を促すため、増加を目指す。利用
者の約1/3が一般就労につながってい
る。H32年度に一般就労が30人になるよ
う設定。

-28

-0

行動援護

重度障害者等包括支
援

人

実
利
用
者
数

人

サ
ー

ビ
ス
量

時間

実
利
用
者
数

◎

◎

△

◎

◎

◎

◎

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋10

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。
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平成２６年度
進捗
状況

平成２７年度
進捗
状況

平成２８年度
進捗
状況

平成２９年度
（見込み）

進捗
状況

４か年の実績
平均変化量

備考 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 備考

サービス名・指標 単位 区分

計画 313 610 730 850 585 600 615

実績 534 553 539 571

％ 計画比 170.6 90.7 73.8 67.2

計画 17 30 35 40 30 30 30

実績 25 28 25 28

％ 計画比 147.1 93.3 71.4 70.0

計画 4,210 5,300 5,700 6,100 5,615 5,630 5,645

実績 5,564 5,545 5,687 5,597

％ 計画比 132.2 104.6 99.8 91.8

計画 310 385 400 415 400 410 420

実績 367 370 383 389

％ 計画比 118.4 96.1 95.8 93.7

計画 ― ― ― ― 13 16 19

実績 ― ― ― ―

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 29 34 35 36 40 40 40

実績 31 30 35 35

％ 計画比 106.9 88.2 100.0 97.2

計画 750 625 640 655 900 980 1,060

実績 587 715 786 819

％ 計画比 78.3 114.4 122.8 125.0

計画 260 139 143 147 225 246 267

実績 136 186 186 200

％ 計画比 52.3 133.8 130.1 136.1

計画 ― 490 500 510 745 810 875

実績 493 595 639 680

％ 計画比 ― 121.4 127.8 133.3

計画 ― 120 123 126 175 190 205

実績 117 145 139 158

％ 計画比 ― 120.8 113.0 125.4

計画 ― 135 140 145 155 170 185

実績 95 120 147 139

％ 計画比 ― 88.9 105.0 95.9

計画 ― 19 20 21 50 56 62

実績 19 41 47 42

％ 計画比 ― 215.8 235.0 200.0

第４期より福祉型と医療型を分けて記載。

11

7

◎ ◎ ◎

第４期（H27～H29）の平均変化量に基づ
き推計。
＋6◎ 8

短期入所

◎ ◎

サ
ー

ビ
ス
量

人日

1

実
利
用
者
数

人

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋15

77

21

62

実
利
用
者
数

実
利
用
者
数

人
◎ ○ ○

人
◎ ◎ ◎

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋15

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋15

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋10

12

1

人日
◎ ○ ○◎

◎

◎

◎◎

○

□

就労継続支援
（Ｂ型）

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ◎ ◎

（新）就労定着支援

実
利
用
者
数

人

◎

人
◎ ◎療養介護

実
利
用
者
数

短期入所
（福祉型）

短期入所
（医療型）

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ◎ ◎

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ◎

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ◎

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ◎ ◎

Ｈ30新設事業。就労移行支援等を利用
し、一般就労に移行した人に対し、就労
に伴う環境変化による生活面の課題を
支援する。

14

15

就労継続支援
（Ａ型）

サ
ー

ビ
ス
量

就労移行支援・就労継続支援・生活介護
等を利用している人で一般就労移につな
がった人の人数Ｈ26～28で平均19人。

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋65

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋15
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平成２６年度
進捗
状況

平成２７年度
進捗
状況

平成２８年度
進捗
状況

平成２９年度
（見込み）

進捗
状況

４か年の実績
平均変化量

備考 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 備考

サービス名・指標 単位 区分

（３）居住系サービス （人／月） （人／月）

計画 ― ― ― ― 1 1 1

実績 ― ― ― ―

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 130 136 133 130 148 146 144

実績 142 143 150 140

％ 計画比 109.2 105.1 112.8 107.7

計画 130 135 140 145 200 215 230

実績 139 162 180 183

％ 計画比 106.9 120.0 128.6 126.2

（４）相談支援サービス （人／月） （人／月）

計画 110 250 265 280 215 230 245

実績 159 260 291 201

％ 計画比 144.5 104.0 109.8 71.8

計画 7 5 6 7 5 5 5

実績 0 1 4 3

％ 計画比 0.0 20.0 66.7 42.9

計画 7 11 13 15 4 6 8

実績 4 2 0 1

％ 計画比 57.1 18.2 0.0 6.7

（５）地域生活支援事業 （箇所、人、件／年） （箇所、人、件／年）

計画 ― ― ― ― 有 有 有

実績 有 有 有 有

計画 ― ― ― ― 有 有 有

実績 有 有 有 有

（１）相談支援事業

①相談支援事業

計画 3 3 3 3 4 4 4

実績 3 3 4 4

％ 計画比 100.0 100.0 133.3 133.3

計画 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1 1

計画 ―   無 無 無 無 無 無

実績 ―   無 無 無

計画 有 有 有 有 有 有 有

実績 有 有 有 有

-1

◎ □ 14

1

Ｈ30新設事業。施設入所またはグループ
ホームに入居していた人が自宅で安心し
た生活を送れるよう支援する。

Ｈ28の施設入所者から9％以上の地域移
行を目指したうえで、各年度2名ずつ減る
ことを目標とした。

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋15

◎

◎

障害福祉団体に対する補助

施設入所支援

15

ア　障害者相談支援事業
か所

◎

地域移行先はグループホームが多い。
自宅で生活することへの支援がどの程
度の必要なのか把握できていないが、地
域移行支援を利用した人のうち１人程度
と推計。

人

地域定着支援
人

× × × -1

③住宅入居等支援事業 箇所 ◎

◎

◎

②基幹相談支援センター等
機能強化事業

箇所

社会福祉協議会の「民間賃貸住宅あっせん
居住保証事業」に対して補助金を交付してい
る。

人
◎ ◎ ◎

グループホーム
ケアホーム

グループホームとケアホームが一元化し
ているが、分かりやすいように第４期策
定時のサービス名で記載。

人
△ ○ □

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

人
◎ ◎ ◎

（新）自立生活援助

◎ ◎ H28.6より１か所増。

イ　地域自立支援協議会 か所 ◎ ◎ ◎

府中市精神保健福祉協議会
府中市ＷａｉＷａｉフェスティバル
障害啓発パンフレット発行

（新）理解促進研修・啓発事業

（新）自発的活動支援事業

地域移行支援

◎

×

□

◎

計画相談支援
人

◎

実績は減少傾向にあるが、地域への定
着を促すため、増加を目指す。

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋15
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平成２６年度
進捗
状況

平成２７年度
進捗
状況

平成２８年度
進捗
状況

平成２９年度
（見込み）

進捗
状況

４か年の実績
平均変化量

備考 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 備考

サービス名・指標 単位 区分

計画 有 有 有 有 有 有 有

実績 有 有 有 有

計画 ― ― ― ― 有 有 有

実績 有 有 有 有

（２）意思疎通支援事業

①手話通訳者・要約筆記者派遣事業

計画 54 56 58 60 54 56 58

実績 46 52 52 52

％ 計画比 85.2 92.9 89.7 86.7

計画 580 480 485 490 690 735 780

実績 525 580 667 647

％ 計画比 90.5 120.8 137.5 132.0

計画 1 1 1 1 1 1 1

実績 1 1 1 1

％ 計画比 100.0 100.0 100.0 100.0

計画 4,006 4,029 4,247 4,465 4,790 4,855 4,920

実績 4,528 4,780 4,945 4,734

％ 計画比 113.0 118.6 116.4 106.0

計画 60 30 32 34 30 30 30

実績 33 28 30 21

％ 計画比 55.0 93.3 93.8 61.8

計画 69 70 75 80 81 84 87

実績 84 72 74 78

％ 計画比 121.7 102.9 98.7 97.5

計画 90 62 68 74 68 68 68

実績 69 65 69 45

％ 計画比 76.7 104.8 101.5 60.8

計画 69 55 59 63 80 82 84

実績 73 63 77 78

％ 計画比 105.8 114.5 130.5 123.8

計画 3,700 3,800 4,000 4,200 4,580 4,660 4,740

実績 4,261 4,546 4,669 4,497

％ 計画比 115.2 119.6 116.7 107.1

計画 18 12 13 14 21 21 21

実績 8 6 26 15

％ 計画比 44.4 50.0 200.0 107.1

-4

-2

-8

2

79

2

2

◎

派遣人数
人

◎ ◎ ◎

◎箇所 ◎

41

0

69

実利用者数
人

◎ ◎ ◎

社会福祉協議会内「権利擁護センターふ
ちゅう」に委託し、委託金を交付している。

②手話通訳者設置事業
人

◎ ◎ ◎
毎週金曜日、障害者福祉課の窓口に手
話通訳者を待機させ、通訳を要する方へ
の支援を行う事業。

①介護・訓練支援用具
件

◎ ◎ ○

②自立生活支援用具

（３）日常生活用具給付等事業
件

◎ ◎ ◎

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋65

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

④情報・意思疎通支援用具

◎ ◎ ○

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋2件

◎ ◎ ◎

③在宅療養等支援用具
件

件
◎ ◎

第４期（Ｈ27～Ｈ28の平均変化量（３）に
基づき推計。
＋3

第４期（Ｈ26～Ｈ28）が横ばいだったた
め、大きく変化しないと推計。平均値68を
計上。

⑥居宅生活動作補助用具
  （住宅改修費）

件
□ ◎ △

⑤排せつ管理支援用具
件

◎ ◎ ◎◎

□

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋80

H28の制度変更により、実績増。H28～29の
平均値（20.5）を計上。

（新）成年後見制度法人後
見支援事業

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋2

④成年後見制度利用支援
事業

□

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋45
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平成２６年度
進捗
状況

平成２７年度
進捗
状況

平成２８年度
進捗
状況

平成２９年度
（見込み）

進捗
状況

４か年の実績
平均変化量

備考 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 備考

サービス名・指標 単位 区分

（４）移動支援事業

計画 433 430 465 500 410 420 430

実績 376 397 392 400

％ 計画比 86.8 92.3 84.3 80.0

計画 589 600 630 660 630 640 650

実績 572 671 610 620

％ 計画比 97.1 111.8 96.8 93.9

計画 61,900 52,000 56,700 61,400 44,280 45,360 46,440

実績 43,493 42,103 41,393 42,114

％ 計画比 70.3 81.0 73.0 68.6

（５）地域活動支援センター

計画 4 4 4 4 5 5 5

実績 4 4 5 5

％ 計画比 100.0 100.0 125.0 125.0

計画 1,097 1,120 1,150 1,180 2,500 2,570 2,640

実績 1,373 2,291 2,654 2,429

％ 計画比 125.2 204.6 230.8 205.8

（６）日中一時支援 　 　

計画 ― 87 90 93 85 85 85

実績 84 89 84 80

％ 計画比 ― 102.3 93.3 86.0

計画 ― 2,250 2,325 2,400 1,655 1,610 1,565

実績 2,166 1,792 1,750 1,700

％ 計画比 ― 79.6 75.3 70.8

（新）福祉ホームの運営 　 　

計画 ― ― ― ― 1 1 1

実績 2 2 1 1

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 31 31 31

実績 62 62 31 31

％ 計画比 ― ― ― ―

（新）訪問入浴サービス 　 　

計画 ― ― ― ― 40 40 40

実績 36 37 38 35

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 1,300 1,300 1,300

実績 1,262 1,285 1,358 1,300

％ 計画比

0

352

-1

-155

-0

-10

-0

13

実利用者数
人

延べ利用回数
回

8

延べ利用回数

延べ利用回数 ○ ○ ○

実利用者数
人

◎ ◎ ◎

○ ○○

◎

-460

支給決定者数
人

◎ ◎ ◎

実利用者数
人

◎ ◎ ◎◎

◎

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋10

16

実施か所数
か所

◎

延べ利用時間数
時間

◎

実利用者数
人

◎

「心障センター機能訓練」実績は事業登録者数。
「み～な」「あけぼの」「ふらっと」実績は実利用人
数（一部重複含む）の合計数値となっている。
「プラザ」実績は登録者数の値になっている。

回

◎ ◎ H28.6より１か所増。

回

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

◎

実利用者数
人

第４期（Ｈ27～Ｈ29）の平均変化量（69）
に基づき推計。
＋70

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

放課後等デイサービスの利用に行こうし
た人が多いと推定。今後も減少傾向と予
想される。第４期（Ｈ27～29）の平均変化
量（-46）に基づき推計。-45

第４期が横ばいだったため、今後も大きく
変化しないと推計。

第４期（Ｈ28～Ｈ29）の平均変化量（10）
に基づき推計。
＋10

利用時間数は年度によってばらつきがあ
るため、第４期の一人あたり（実利用者）
の利用時間数平均値（108）に基づき、推
計。
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平成２６年度
進捗
状況

平成２７年度
進捗
状況

平成２８年度
進捗
状況

平成２９年度
（見込み）

進捗
状況

４か年の実績
平均変化量

備考 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 備考

サービス名・指標 単位 区分

計画 ― ― ― ― 有 有 有

実績 有 有 有 有

計画 ― ― ― ― 有 有 有

実績 有 有 有 有

計画 ― ― ― ― 5 6 7

実績 1 2 2 4

計画 ― ― ― ― 6 6 6

実績 1 6 6 6

（７）手話通訳者養成研修事業 　 　

計画 2 2 2 2 2 2 2

実績 3 2 6 2

％ 計画比 150.0 100.0 300.0 100.0

（８）点字奉仕員養成研修事業

計画 12 12 12 12 12 12 12

実績 11 5 8 7

％ 計画比 91.7 41.7 66.7 58.3

（６）障害のある児童に向けたサービス （人／月） （人／月）

計画 ― 950 1,030 1,110 1,445 1,610 1,775

実績 792 901 1,123 1,281

％ 計画比 ― 94.8 109.0 115.4

計画 ― 80 87 94 155 175 195

実績 74 90 130 134

％ 計画比 ― 112.5 149.4 142.6

計画 ― 1,900 2,280 2,660 5,780 6,760 7,740

実績 1,867 2,812 3,598 4,794

％ 計画比 ― 148.0 157.8 180.2

計画 ― 280 335 390 470 530 590

実績 236 289 358 411

％ 計画比 ― 103.2 106.9 105.4

計画 ― ― ― ― 0 0 0

実績 ― ― 0 0

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 0 0 0

実績 ― ― 0 0

％ 計画比 ― ― ― ―

（新）自動車運転免許取得助成 人 1

-0

976

実
利
用
者
数

人

（新）自動車改造助成 件 2

第４期（Ｈ27～Ｈ29）が横ばいだったた
め、今後も大きく変化しないと推計。

-1

（新）保育所等訪問支援

サ
ー

ビ
ス
量

人日

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ◎ ◎

手話通訳者認定試験
合格者数

人
◎ ◎ ◎

（新）レクリエーション活動等支
援

障害者プール開放、障害者軽スポーツ大会

（新）点字・声の広報等発行

放課後等
デイサービス

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ◎ ◎

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ◎

163

20

58

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋980

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋60

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ◎

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋20

点字講習会（中級）
修了者数

人
□ ○ □

児童発達支援

声の広報及び点字見出しの発行

◎

◎

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋165

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋1

障害福祉サービスとしての保育所等訪
問支援は利用実績がないが、市独自に
同様のサービスを実施している。
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平成２６年度
進捗
状況

平成２７年度
進捗
状況

平成２８年度
進捗
状況

平成２９年度
（見込み）

進捗
状況

４か年の実績
平均変化量

備考 平成３０年度 平成３１年度 平成３２年度 備考

サービス名・指標 単位 区分

計画 ― ― ― ―

実績 ― ― ― ―

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ―

実績 ― ― ― ―

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 0 0 0

実績

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 0 0 0

実績

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 0 0 0

実績

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 0 0 0

実績

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― 145 145 145 195 215 235

実績 124 133 191 175

％ 計画比 ― 91.7 131.7 120.7

計画 ― 20 20 20 25 30 35

実績 16 17 25 21

％ 計画比 ― 85.0 125.0 105.0

計画 ― 40 45 50 70 77 84

実績 42 43 57 28

％ 計画比 ― 107.5 126.7 56.0

計画 ― ― ― ―

実績 ― ― ― ―

％ 計画比 ― ― ― ―

計画 ― ― ― ― 3 3 3

実績 ― ― ― ―

％ 計画比 ― ― ― ―

H30新設事業。重症心身障害児等で事
業所への外出がが困難な児童に対し、
居宅訪問により児童発達支援を行う。

0

0

0

0

17

2

-5

実
利
用
者
数

人

（新）福祉型
障害児入所支援

サ
ー

ビ
ス
量

人日

回

（新）医療的ケア児に対する関
連分野の支援を調整するコー

ディネーターの配置人数

（新）発達障害者支援
地域協議会の開催

（新）医療型
障害児入所支援

サ
ー

ビ
ス
量

人日

障害児相談支援

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ◎ □

人

実
利
用
者
数

人

（新）居宅訪問型
児童発達支援

サ
ー

ビ
ス
量

人日

実
利
用
者
数

人

医療型
児童発達支援

サ
ー

ビ
ス
量

人日
◎ ◎ ◎

実
利
用
者
数

人
◎ ◎ ◎

セルフプランの割合が高い状況にある。
希望する人がサービスを受けられるよう
増加を目指す。

検討中

既存の機関を生かして協議の場を設置
する。

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋20

第４期の平均変化量に基づき推計。
＋5

市内に事業所がなく利用者もいないた
め、0と推計。事業所が確保でき、体制が
整えば、サービス提供する。

市内でサービス提供ができるのは、小児
総合医療センターのみであり、利用者が
いないため、0と推計。今後、利用者がい
れば、サービス提供する。

検討中
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